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〜
喜
界
馬
〜

町村合併５０周年記念

　　表紙　あの日　あの頃

２～３面　第４１回駅伝競走大会（町村合併５０周年記念）

　　４面　診療所存続、空港ビル改築…島の課題

を町民に説明

　　５面　アリモドキゾウムシ不妊虫散布など

６～７面　まちの話題

　　８面　お知らせ

　　９面　保育所入所案内

　　１０面　教育委員会のとびら

　　１１面　喜界歌壇・戸籍の窓・社協だより・ア

イドル

　　１２面　証の数々～受賞の喜び～

今月の紙面

あ
の
日　

　
　

あ
の
頃

　

撮
影
は
一
九
五
七
年
七
月
二
十
七
日

と
あ
る
。
当
時
、
堆
肥
、
耕
作
、
運
搬

用
と
し
て
活
躍
し
た
喜
界
馬
。
そ
の
名

の
由
来
は
文
献
な
ど
に
は
明
確
に
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
荒
木
ム
タ
か
ら
手
久

津
久
・
上
嘉
鉄
を
バ
ッ
ク
に
荒
木
在
住

の
福
本
茂
仁
氏
が
撮
影
。
当
時
の
ム
タ

は
モ
ク
マ
オ
ウ
な
ど
が
植
栽
さ
れ
て
お

ら
ず
、
か
な
り
見
晴
ら
し
が
良
か
っ
た

そ
う
で
す
。
写
真
の
喜
界
馬
は
輝
豊
進

（
故
人
）
が
所
有
し
て
い
ま
し
た
。



平成１８年１２月号　（２）

　

町
村
合
併
五
十
周
年
記
念
第
四

十
一
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

（
十
五
区
間
／
三
三
・
二
㌔
）
が

十
一
月
二
十
三
日
、
新
し
く
新
庁

舎
前
を
発
着
点
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
今
年
は
上
嘉
鉄
Ａ
が
一
時
間

五
十
八
分
五
十
二
秒
を
記
録
、

一
・
一
一
㌔
延
長
さ
れ
た
コ
ー
ス

を
制
し
、
二
年
ぶ
り
に
王
座
に
返

り
咲
い
た
。
二
位
は
赤
連
・
池
治
、

三
位
は
湾
Ａ
。
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
荒

木
が
総
合
で
も
四
位
に
入
り
優
勝

し
た
。（
区
間
距
離
が
変
更
に

な
っ
た
の
は
一
区
と
二
区
、
最
終

区
の
十
五
区
）

　

今
年
の
大
会
は
総
勢
百
九
十
五

人
が
出
場
し
、
終
始
白
熱
し
た

レ
ー
ス
を
展
開
。
力
強
く
駆
け
抜

け
る
姿
に
、
沿
道
に
詰
め
か
け
た

大
勢
の
観
客
か
ら
温
か
い
声
援
が

送
ら
れ
た
。
選
手
は
汗
で
変
色
す

る
タ
ス
キ
に
校
区
の
意
地
と
名
誉

を
か
け
、
喜
界
路
を
走
破
し
た
。

　

勝
負
を
決
め
た
の
は
終
盤
の
十

三
区
。
昨
年
、
同
区
間
で
ト
ッ
プ

を
奪
わ
れ
優
勝
を
逃
し
た
上
嘉
鉄

Ａ
が
、
今
大
会
は
逆
の
展
開
を
見

せ
、
澄
田
直
敏
選
手
が
区
間
記
録

一
位
の
力
走
で
走
り
抜
き
、
赤

連
・
池
治
を
振
り
切
っ
た
。

　

区
間
新
記
録
で
は
、
六
区
（
一

般
）
で
町
の
中
距
離
ラ
ン
ナ
ー
を

代
表
す
る
前
島
将
太
選
手
（
上
嘉

鉄
Ａ
）
が
自
身
の
記
録
を
更
新
。

積
山
寿
久
選
手
（
坂
嶺
）
も
安
定

し
た
走
り
で
新
記
録
を
打
ち
出
し

た
。
八
区
（
高
校
生
）
で
は
中
・

短
距
離
で
高
校
陸
上
部
で
活
躍
す

る
富
田
健
太
選
手
（
上
嘉
鉄
Ａ
）。

十
区
（
小
学
生
）
は
Ｋ
Ｋ
Ｂ
陸
上

フ
ェ
ス
タ
（
＝
鹿
児
島
市
）
で
区

間
記
録
を
打
ち
出
す
な
ど
活
躍
が

著
し
い
三
浦
大
輝
選
手
（
赤
連
池

治
）
が
力
強
い
走
法
を
披
露
し
、

十
四
年
ぶ
り
に
記
録
を
樹
立
し

た
。

区
間
タ
イ
ム
（
敬
称
略
）

【
１
区
＝
１
・
２
㌔
・
小
学
女
】

①
浦
口
友
華
（
湾
Ａ
）
４
分　

秒
００

②
吉
富
莉
穂
（
湾
Ｂ
）
４
分　

秒
１１

③
栄　
　

舞
（
志
）　

４
分　

秒
１９

【
２
区
＝
２
・
８
㌔
・
中
学
男
】

①
賀　

光
哉
（
赤
）　

９
分　

秒
２２

②
正
木
勇
太
（
湾
Ｃ
）
９
分　

秒
４８

③
植
村
一
平
（
荒
）　

９
分　

秒
５１

【
３
区
＝
１
・
７
㌔
・
高
校
女
】

①
藤
崎
由
実
（
荒
）　

６
分
８
秒

②
園
田
未
樹
子
（
赤
）
６
分　

秒
２３

③
光　

美
紀
（
早
）　

６
分　

秒
２６

【
４
区
＝
１
・
７
８
㌔
・　

代
男
】

４０

①
松
本　

望
（
早
）　

６
分　

秒
１４

②
梶
原
貴
史
（
上
Ａ
）
６
分　

秒
２９

③
前
底
浩
千
（
湾
Ａ
）
６
分　

秒
４１

【
５
区
＝
１
・
６
㌔
・
中
学
女
】

①
美
代
奈
津
実（
湾
Ａ
）５
分　

秒
４２

②
登
小
菜
瑞
（
荒
）　

５
分　

秒
５２

③
生
島
小
梅
（
上
Ａ
）
５
分　

秒
５６

【
６
区
＝
３
・
８
３
㌔
・
一
般
男
】

①
前
島
将
太
（
上
Ａ
）　

分　

秒

１３

１５

②
積
山
寿
久
（
坂
）　
　

分　

秒

１３

２０

③
山
根
敦
介
（
赤
）　
　

分　

秒

１３

５１

【
７
区
＝
２
㌔
・
中
学
男
】

①
石
原
久
弥
（
湾
Ａ
）
６
分　

秒
３０

②
久
保
侑
喜
也（
湾
Ｃ
）６
分　

秒
４０

③
加
藤　

旭
（
赤
）　

６
分　

秒
４２

【
８
区
＝
２
・
１
９
㌔
・
高
校
男
】

①
富
田
健
太
（
上
Ａ
）
６
分　

秒
４８

②
富
田
和
範
（
湾
Ａ
）
７
分
８
秒

③
三
田
美
将
大
（
志
）
７
分　

秒
１８

【
９
区
＝
２
・
７
０
㌔
・
中
学
男
】

①
安
岡
祥
平
（
赤
）　

９
分
１
秒

②
梅　

龍
飛
（
上
Ａ
）
９
分　

秒
１０

③
松
元
翔
太
（
湾
Ｃ
）
９
分　

秒
３１

【　

区
＝
１
・
４
㌔
・
小
学
男
】

１０
①
三
浦
大
輝
（
赤
）　

４
分　

秒
２３

②
來　

龍
平
（
湾
Ａ
）
４
分　

秒
４５

③
前
底
勇
輝
（
湾
Ｂ
）
５
分
２
秒

【　

区
＝
３
㌔
・
一
般
男
】

１１
①
谷
口　

亨
（
赤
）　
　

分　

秒

１０

５６

�������	
��

上
嘉
鉄
Ａ
、
２
年
ぶ
り
に
王
座
奪
還

第　

回
島
内
一
周
駅
伝
大
会
（
町
村
合
併　

周
年
記
念
）

４１

５０
▲

優
勝
し
た
上
嘉
鉄
チ
ー
ム
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▲

　

区
逆
転
で
優
勝
へ
導
い
た
上
嘉
鉄
Ａ
の
澄
田
選
手

１４
③
夏
目
淳
一
（
坂
）　
　

分
７
秒

１１

④
益
田
辰
也
（
荒
）　
　

分　

秒

１１

３０

【　

区
＝
３
・
５
６
㌔
・
高
校
男
】

１２
①
柳　

竜
生
（
早
）　
　

分　

秒

１１

５０

②
久
保
圭
輔
（
湾
Ｂ
）　

分
５
秒

１２

③
生
田
恭
平
（
上
Ａ
）　

分
６
秒

１２

【　

区
＝
１
㌔
・
一
般
女
子
】

１３
①
上
島
仁
美
（
早
）　

３
分　

秒
３９

②
隈
元
ゆ
み
こ
（
赤
）
３
分　

秒
４１

②
坂
井　

夏
（
上
Ａ
）
３
分　

秒
４１

【　

区
＝
２
・
８
㌔
・　

代
男
】

１４

３０

①
澄
田
直
敏
（
上
Ａ
）　

分
７
秒

１０

②
牧
健
一
郎
（
早
）　
　

分　

秒

１０

１０

③
柳　

卓
也
（
荒
）　
　

分　

秒

１０

３８

【　

区
＝
１
・
６
４
㌔
・　

歳
以

１５

４５

上
男
】

①
林　

文
仁
（
湾
Ａ
）
６
分　

秒
１４

①
松
元
秀
雄
（
湾
Ｃ
）
６
分　

秒
１４

③
祝　

義
文
（
上
Ａ
）
６
分　

秒
２６

▲

号
砲
と
と
も
に
一
斉
ス
タ
ー
ト

▲

力
強
い
走
り
で
区
間
新
記
録
。
赤
連
・
池
治
の

三
浦
大
輝
選
手

▲まだまだ健在！　区間賞
の松本選手

▲１区トップで通過する浦口選手

▲「さぁー来い！」気合満々の前川選▲「さぁー来い！」気合満々の前川選
手（赤連・池治）手（赤連・池治）

▲よく頑張った！

▲選手宣誓する積山寿久選手（坂嶺）

選手の皆さん、お疲れさまでした！

�������	
��
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診療所存続、空港ビル改築…
島の課題を町民に説明

１５地区で町政懇談会開かれる

の
現
状

②
喜
界
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設

▽
各
課
か
ら
の
報
告
（
四
項
目
）

③
行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況

④
保
育
所
の
民
営
委
託

⑤
ゴ
ミ
の
現
状
（
指
定
袋
）

⑥
渇
水
対
策

※
意
見
交
換
と
各
課
報
告
の
概
要

①
＝
診
療
所
は
年
間
約
二
千
万
円

も
の
赤
字
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て

い
る
医
師
不
足
も
島
は
例
外
で
は

な
い
。

　

医
師
の
常
駐
に
つ
い
て
、
今

後
、
財
政
面
な
ど
を
含
め
、
島
の

実
態
に
あ
っ
た
診
療
所
の
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
、
診
療
所
医
療
環

境
調
査
業
務
委
託
の
経
営
診
断
で

検
証
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

②
＝
空
の
玄
関
口
・
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
は
、
老
朽
化
や
機
能
性

な
ど
の
問
題
が
あ
り
改
築
が
必

要
。
こ
の
問
題
は
、
議
会
や
行
政

も
所
有
者
の
奄
美
航
空
㈱
と
直
接

交
渉
し
、
現
状
の
打
開
策
を
検
討

し
て
い
る
。

　

空
港
利
用
促
進
協
議
会
や
町
民

有
志
に
よ
る
出
資
な
ど
を
募
り
、

ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設
立
す

る
趣
意
書
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

も
、
今
後
の
方
向
性
の
ひ
と
つ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
改
築
に
当
た
っ

て
は
町
当
局
（
財
政
）
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

③
＝
財
政
状
況
は
、
地
方
交
付
税

の
減
額
に
よ
っ
て
依
然
厳
し
い
状

況
下
に
あ
る
。
し
か
し
平
成
十
六

年
度
か
ら
五
年
間
、
報
酬
や
人
件

費
な
ど
を
削
減
。
ま
た
、
平
成　
１９

年
度
に
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
民
間

委
託
す
る
な
ど
支
出
抑
制
に
努
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
積
極
的
な
行
財

政
改
革
の
導
入
に
よ
り
、
財
政
改

善
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。。

　

今
後
も「
集
中
改
革
プ
ラ
ン（
適

正
人
員
配
置
計
画
な
ど
）、
行
財

政
改
革
」
を
積
極
的
に
実
施
し
、

人
件
費
を
下
げ
な
が
ら
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
健
全

な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

④
＝
行
財
政
改
革
の
面
や
保
護
者

の
保
育
時
間
の
延
長
な
ど
の
要
望

が
あ
り
、
保
育
所
民
営
化
を
進
め

て
い
る
。
本
格
的
に
民
営
化
に
移

行
す
る
の
は
平
成
二
十
年
が
目

途
。
過
日
、
民
営
化
説
明
会
を
開

き
、
現
在
六
業
者
が
説
明
を
受

け
、
今
後
選
考
に
入
り
、
平
成
十

九
年
一
月
に
正
式
に
決
定
。
従
来

の
入
所
受
付
は
行
政
で
。
保
育
料

な
ど
の
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
＝
粗
大
ゴ
ミ
や
燃
え
る
ゴ
ミ
な

ど
は
、
指
定
袋
・
持
ち
込
み
料
な

ど
の
導
入
後
は
、
排
出
量
は
格
段

に
少
な
く
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

の
焼
却
費
な
ど
に
か
か
る
経
費
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
ゴ

ミ
の
排
出
量
は
手
放
し
に
喜
ん
で

は
お
れ
ず
、
不
法
投
棄
な
ど
の
懸

念
材
料
も
あ
る
。
不
法
投
棄
を
さ

せ
な
い
よ
う
町
民
の
意
識
改
革
が

大
事
な
の
で
、
不
法
投
棄
を
見
か

け
た
ら
役
場
か
警
察
ま
で
連
絡
し

て
ほ
し
い
。

⑥
＝
特
に
梅
雨
時
期
以
降
、
五
カ

月
間
で
二
百
二
㍉
の
降
雨
は
あ
る

も
の
の
、
水
量
に
影
響
を
与
え
る

ほ
ど
で
は
な
い
た
め
、
数
カ
所
の

貯
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ

か
制
限
が
か
け
ら
れ
て
く
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
対
応
す
る
た

め
、
地
下
ダ
ム
の
水
を
活
用
す
る

手
続
き
を
行
い
、
町
民
の
生
活
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
る
。

◇
出
席
者

湾　

人
／
赤
連　

人
／
中
里　

人

３９

３９

４２

／
荒
木　

人
／
手
久
津
久　

人
／

１４

３０

上
嘉
鉄　

人
／
先
山
・
浦
原　

人

３７

１９

／
川
嶺
・
羽
里
・
山
田　

人
／
城

２８

久
・
滝
川
・
島
中　

人
／
大
朝
戸
・

２３

西
目　

人
／
坂
嶺
・
伊
砂　

人
／

２３

４１

小
野
津
・
伊
実
久　

人
／
志
戸
桶
・

４８

佐
手
久　

人
／
塩
道
・
早
町
・
白

５５

水
・
嘉
鈍　

人
／
阿
伝
・
蒲
生
・

２８

花
良
治　

人
（
合
計
４
９
０
人
）

２４

※
次
号
は
質
疑
応
答
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
行
政
関
係
者
が
膝

を
交
え
、
行
政
課
題
に
つ
い
て
直

接
語
り
合
う
「
町
政
懇
談
会
」
が

十
月
三
十
日
〜
十
一
月
二
十
七
日

の
期
間
中
、
荒
木
集
落
を
皮
切
り

に
十
五
会
場
で
実
施
さ
れ
た
。

　

町
側
か
ら
は
、
加
藤
町
長
、
藤

村
助
役
、
直
島
収
入
役
、
晴
永
教

育
長
は
じ
め
各
課
長
・
事
務
局
長

が
出
席
。
加
藤
町
長
は
延
べ
四
百

九
十
人
に
上
っ
た
参
加
者
に
対
し

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意

見
を
お
伺
い
し
た
い
」
と
行
政
参

画
を
促
し
、
意
見
を
聴
取
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

▽
意
見
交
換
と
し
て
進
め
ら
れ
た

テ
ー
マ
（
二
項
目
）

①
喜
界
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所



（５）　平成１８年１２月号
　

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
完
全
根
絶

を
目
指
し
、
大
島
支
庁
農
林
課
と
農
業

環
境
協
会
、
ヤ
ン
マ
ー
九
州
㈱
な
ど
が

十
一
月
八
日
か
ら
三
日
間
、
荒
木
圃
場

に
お
い
て
、
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
ア
リ
モ

ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
不
妊
虫
散
布
試

験
を
合
同
で
実
施
し
た
。

　

試
験
で
は
、
無
人
ヘ
リ
に
装

着
し
た
放
飼
装
置
の
中
の
不
妊

虫
を
、
上
空
約
四
㍍
か
ら
自
然

落
下
さ
せ
、
決
め
ら
れ
た
飛
行

時
間
に
対
す
る
散
布
頭
数
や
面

積
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
虫

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
や
寿
命
な
ど
の

試
験
も
併
せ
て
実
施
し
、
実
用

化
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
圃
場
約
三
十
八
㌶
に
十
万
匹

を
放
飼
す
る
広
域
散
布
試
験
も
同
時
に

行
わ
れ
た
。

アリモドキゾウムシの
根絶目指す

不妊虫散布試験を実施

サ
ト
ウ
キ
ビ
植
え
付
け
の

効
率
ア
ッ
プ

羽
里
圃
場
で
新
型
機
実
演
会

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
植
え
付
け
作
業
の
効

率
化
を
目
指
し
、
井
関
農
機
株
式
会
社

が
開
発
し
た
側
枝
苗
植
え
付
け
機
械
の

実
演
会
が
、
こ
の
ほ
ど
羽
里
圃
場
で
あ

り
、
農
家
や
生
和
糖
業
の
関
係
者
ら
が

機
能
性
を
確
認
し
た
。

　

関
係
者
は
「
今
度
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
移

植
機
は
省
力
化
が
図
ら
れ
、
機
能
性
も

高
い
。
一
人
で
も
容
易
に
作
業
が
で
き

る
」
と
話
し
、
今
後
の
効
率
的
な
生
産

体
制
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

町
産
業
振
興
課
に
よ
る
と
、
側
枝
苗

は
来
年
の
春
植
か
ら
一
本
十
四
円
で
販

売
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

同
課
の
担
当
者
は
「
圃
場
一
反
に
植

え
付
け
を
す
る
と
し
て
、
畝
幅
百
二
十

㌢
、
三
十
五
㌢
間
隔
で
約
二
千
四
百
本

　

第
二
十
九
回
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会

が
十
一
月
十
四
日
、
第
二
中
学
校
で
開

か
れ
、
町
内
三
校
か
ら
十
二
人
が
参
加

し
た
。

　

出
場
者
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
英
語

暗
唱
、
自
作
の
国
語
弁
論
を
、
個
々
の

表
現
力
を
交
え
て
発
表
し
た
。

　
「
論
旨
の
明
確
性
・
話
の
内
容
・
暗
唱

力
」
な
ど
厳
し
く
審
査
し
た
結
果
、
暗

唱
の
部
で
は
第
二
中
学
校
二
年
の
伊
集

院
恵
さ
ん
、
国
語
弁
論
の
部
は
早
町
中

学
校
一
年
の
西
野
亜
紀
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

見
事
に
好
成
績
を
収
め
た
二
人
は
、

十
二
月
十
三
日
に
奄
美
市
で
開
か
れ
る

大
島
地
区
へ
出
場
す
る
。

の
側
枝
苗
が
必
要
。
側
枝
苗
は
株
出
が

良
好
で
発
根
後
の
欠
カ
ブ
が
少
な
い
の

も
魅
力
。
但
し
、
水
は
必
要
条
件
と
な

る
」
と
説
明
し
た
。

　

土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
活
動

が
十
一
月
十
一
日
、
伊
実
久
・
前
金
久

堤
防
周
辺
で
あ
っ
た
。

　

活
動
は
海
岸
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
の
除

去
や
公
共
施
設
の
保
全
管
理
、
不
法
投

棄
の
防
止
啓
発
な
ど
が
目
的
。
県
農
村

振
興
技
術
連
盟
喜
界
支
部
が
呼
び
掛

け
、
町
役
場
・
喜
界
土
地
改
良
区
・
土

改
連
喜
界
支
部
の
関
係
者
、
関
係

建
設
業
者
、
同
集
落
民
ら
約
百
五

十
人
が
参
加
。
約
三
時
間
に
わ

た
っ
て
海
岸
沿
い
に
漂
着
し
た
ゴ

ミ
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
、
護
岸

沿
い
に
生
い
茂
っ
た
草
な
ど
を
丹

念
に
刈
り
取
っ
た
結
果
、
一
帯
は

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
、
参
加
者
は
満
足
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
た
。

　

県
土
地
改
良
課
の
担
当
者
は

「
ゴ
マ
の
籾
殻
や
自
動
車
の
不
法
投
棄

が
見
受
け
ら
れ
る
。
公
共
施
設
へ
の
維

持
管
理
は
地
域
の
協
力
が
必
要
」
と
話

し
た
。

美しい喜界島を守ろう
伊実久・前金久地区で清掃作業

伊
集
院
さ
ん（ 

）、
西
野
さ
ん（ 

）が
最
優
秀
賞

第　

回
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会　

２９

第
二
中

２　

年

早
町
中

１　

年

し
た
八
百
六
十
七
柱
の
御
霊
に
哀
悼
の

意
を
捧
げ
た
。

　

加
藤
啓
雄
町
長
が
「
悲
惨
な
戦
争
か

ら
六
十
一
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
戦
争

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
世

に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
を
誓
う
」
と

哀
悼
の
言
葉
を
捧
げ
た
。

　

乾
和
夫
町
議
会
議
長
、
築
園
清
光
町

遺
族
会
会
長
、
黒
�
浩
一
自
衛
隊
喜
界

島
通
信
所
所
長
が
そ
れ
ぞ
れ
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
、
長
田
昭
八
郎
氏
が
「
世
と

と
も
に　

語
り
伝
え
よ
国
の
為　

命
を

捨
て
し
人
の
功
を
」と
献
詠
を
捧
げ
た
。

　

追
悼
式
に
先
立
ち
、
百
之
台
の
慰
霊

塔
で
慰
霊
祭
が
あ
り
、
町
や
遺
族
会
の

代
表
が
献
花
し
、
御
霊
を
慰
め
た
。

　

町
の
戦
没
者
追
悼
式
が
十
一
月
九

日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
遺
族
や
関
係
者
約
百
六
十
人
が
参

列
。
日
清
・
日
露
・
太
平
洋
戦
争
で
没

平
和
へ
の
感
謝 

新
た
に

戦
没
者
追
悼
式
催
さ
れ
る

▲蛍光着色したアリモドキゾウムシ

無人ヘリによる散布無人ヘリによる散布



平成１８年１２月号　（６）

落
語
の
魅
力　

親
子
で
楽
し
む

喜
界
子
ど
も
劇
場
が
イ
ベ
ン
ト

　
「
Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生
陸
上
フ
ェ
ス
タ
二

〇
〇
六
」
が
十
一
月
四
日
、
県
立
鴨
池

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
。
喜
界
町

か
ら
は
選
考
会
で
選
ば
れ
た
代
表
八
人

が
駅
伝
大
会
に
初
参
加
し
、
見
事
全
国

大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

駅
伝
に
は
県
内
の
十
七
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
一
人
一
・
五
㌔
を
女
子
と
男
子

が
交
互
に
走
り
な
が
ら
た
す
き
を
つ
な

い
だ
。

　

喜
界
チ
ー
ム
は
、
一
区
で
浦
口
友
華

さ
ん
（
湾
小
六
年
）
が
二
位
の

好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
続
く

二
区
で
三
浦
大
輝
君
（
湾
小

六
年
）
が
区
間
最
高
の
四
分

四
五
秒
を
記
録
、
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
た
。三
区
・
平
奈
々
美

さ
ん（
湾
小
六
年
）も
区
間
賞

を
獲
得
す
る
走
り
で
差
を
広

げ
、
四
区
・
小
山
拓
海
君（
滝

川
小
六
年
）五
区
・
吉
富
莉
穂

さ
ん
（
湾
小
六
年
）
も
ト
ッ
プ

を
キ
ー
プ
。ア
ン
カ
ー
の
來
龍

平
君
（
湾
小
六
年
）
も
区
間
賞
の
快
走
を

見
せ
、
堂
々
の
優
勝
を
果
た
し
た
。当
日

は
、
喜
界
町
に
縁
の
あ
る
多
く
の
方
々

が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
選
手
と
と
も
に

感
激
を
味
わ
っ
た
。

　

喜
界
チ
ー
ム
の
八
人
は
三
月
二
十

　

心
に
残
る
風
景
を
描
き
な
が
ら
自
転

車
で
日
本
を
一
周
中
の
向
井
美
佐
さ
ん

（　

）
が
十
一
月
六
日
、
喜
界
町
役
場

66
を
訪
れ
た
。

　

向
井
さ
ん
は
五
月
十
日
に
愛
媛
県
松

山
市
を
出
発
。
関
東
、
北
陸
地
方
を
経

て
、
反
時
計
回
り
で
旅
を
続
け
て
い
る
。

　
「
全
国
の
人
々
と
の
出
会
い
や
心
の

触
れ
合
い
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
ゆ
っ

く
り
自
然
の
中
を
走
る
と
、
自
然
が
つ

く
る
物
に
は
精
霊
が
宿
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
」
と
向
井
さ
ん
。
道
中
で
描
い

た
ス
ケ
ッ
チ
は
二
十
三
枚
で
、
い
ず
れ

も
繊
細
で
明
る
い
色
使
い
の
秀
作
で
あ

る
。

　

今
後
は
奄
美
群
島
を
南
下
し
て
沖
縄

の
各
離
島
を
巡
り
、
来
年
三
月
に
松
山

に
帰
郷
の
予
定
だ
と
い
う
。

　

奄
美
群
島
内
十
二
団
体
の
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
が
一
堂
に
集
い
、
勇
壮
な
ば
ち

さ
ば
き
を
競
い
合
う
「
第
七
回
奄
美
太

鼓
祭
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
十

一
月
二
十
四
日
夜
、
町
体
育
館
で
あ
っ

た
。

　

今
年
の
祭
り
の
テ
ー
マ
は

「
再
び
甦
る
あ
の
感
動
、
あ
の

鼓
動
」。
出
演
者
数
総
勢
百
三

十
人
が
和
太
鼓
・
エ
イ
サ
ー
太

鼓
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か

せ
、
千
人
余
り
の
観
客
を
圧
倒

し
た
。

　
「
エ
イ
サ
ー
」
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
小
野
津
獅
子
太

鼓
、
子
ど
も
エ
イ
サ
ー
三
団
体

の
共
演
な
ど
、
各
チ
ー
ム
が
そ

れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
演
奏

を
披
露
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
が
続

く
中
、
上
嘉
鉄
青
年
団
に
よ
る
盆
踊

り
、
六
調
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

最
後
は
出
演
者
全
員
に
よ
る
合
奏
で

締
め
く
く
ら
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
上
が
っ
た
。

華麗なばちさばきで圧倒
大盛況！　奄美太鼓祭り

親
子
は
、
落
語
の
伝
統
的
な
話
芸
の
一

端
に
触
れ
、
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て

い
た
。

　

喜
界
子
ど
も
劇
場
は
「
子
ど
も
に
優

れ
た
生
の
舞
台
（
芸
術
）
を
鑑
賞
さ
せ
、

地
域
の
児
童
文
化
の
創
造
・
発
展
に
努

力
し
、
子
ど
も
が
本
来
も
つ
潜
在
的
な

創
造
性
な
ど
を
育
み
、
健
全
な
成
長
を

図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
五
年
七

月
に
発
足
。
結
成
十
五
周
年
を
来
年
に

控
え
、
ま
す
ま
す
精
力
的
に
活
動
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
十
月
十
四
日
に
は
、
母
子
寡

婦
会
員
が
「
異
団
体
の
親
睦
を
広
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
て
、
阿
伝
集
落
の
圃

場
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
作
業
を

実
施
。
子
ど
も
劇
場
の
会
員
ら
と
共
に

汗
を
流
し
、
交
流
を
深
め
た
。

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
「
く
ず
ー
い
屑

屋
で
ご
ざ
い
」
を
上
演
し
、
約
二
百
人
の

親
子
連
れ
が
楽
し
ん
だ
。

  
「
く
ず
ー
い
屑
屋
で
ご
ざ
い
」
は
、

古
典
落
語
「
井
戸
の
茶
碗
」
を
基
に
し

た
舞
台
劇
。
正
直
者
の
屑
屋
を
中
心

に
、
登
場
人
物
が
騒
動
を
繰
り
広
げ
る

物
語
で
、「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
で

リ
サ
イ
ク
ル
に
徹
し
、
ご
み
の
な
い
町

を
つ
く
っ
て
い
た
江
戸
時
代
の
庶
民
の

暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
訪
れ
た

生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ー
レ
ー
大

会
」
に
出
場
す
る
。

四
・
二
十
五
日
、
大
阪
の
万
博
記
念
公

園
で
開
催
さ
れ
る
「
第
九
回
全
国
小
学

　

劇
団
前
進
座
『
青
少
年
劇
場
』が
、
喜

界
子
ど
も
劇
場
の
招
き
で
来
島
し
た
。

十
一
月
八
日
に
は
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

が
ん
ば
れ
！
自
転
車
日
本
一
周

出
発
か
ら
半
年　

松
山
市
の
旅
行
者
が
来
島

祝！喜界チームが　
　全国大会出場決定
ＫＫＢ小学生陸上フェスタ



（７）　平成１８年１２月号
　

島
内
の
三
小
学
校
で
こ
の
ほ
ど
、
創

立
記
念
を
祝
う
式
典
が
相
次
い
で
催
さ

れ
た
。

・
坂
嶺
小
学
校
（
1
1
0
周
年
）

　

十
月
二
十
九
日
、
在
校
生
・
学
校
関

係
者
の
参
加
の
下
、
体
育
館
で
記
念
式

典
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
創
立
百
周
年
記
念
学
習
発
表

会
の
ほ
か
、「
教
育
の
今
昔
を
語
る
」
と

題
し
、
地
元
の
喜
久
秀
人
氏
が
講
演
。

続
い
て
開
か
れ
た
祝
賀
会
に
は
、
奄
美

の
唄
者
・
当
原
ミ
ツ
ヨ
さ
ん
ら
が
駆
け

付
け
、
記
念
行
事
に
華
を
添
え
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
舞
台
用
の
暗
幕
を
寄

贈
し
た
沖
縄
在
住
の
森
岡
齋
四
郎
氏

に
、
玉
岡
克
己
実
行
委
員
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。

・
荒
木
小
学
校
（
1
2
0
周
年
）

　

荒
木
小
学
校
の
記
念
式
典
は
十
一
月

五
日
、
町
長
は
じ
め
在
校
生
・
卒
業
生

ら
約
二
百
人
が
参
加
し
、
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　

三
・
四
年
生
に
よ
る
「
島
口
」
劇
の

学
習
発
表
会
で
幕
を
開
け
、
式
典
や
、

晴
永
清
道
教
育
長
の
講
演
「
や
れ
ば
で

き
る
荒
木
の
子
〜
三
十
年
後
も
豊
か
な

喜
界
島
を
め
ざ
し
て
」
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
は
祝
賀
会
に
移
り
、
創
立
百
二
十

周
年
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

　

ま
た
、
加
島
直
氏
、
加
島
昇
氏
、
大

岡
ひ
さ
子
氏
に
、
大
岡
茂
実
行
委
員
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

・
小
野
津
小
学
校
（
1
0
0
周
年
）

　

十
一
月
二
十
六
日
の
小
野
津
小
学
校

の
式
典
会
場
に
は
、
加
藤
啓
雄
町
長
、

島
外
か
ら
西
栄
四
郎
氏
、
永
田
大
和
村

長
、
卒
業
生
、
在
校
生
、
保
護
者
が
多

数
集
ま
っ
た
。

　

記
念
式
典
で
は
加
藤
町
長
が
「
伝
統

あ
る
校
風
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、

同
校
の
校
章
の
意
義
に
も
あ
る
、
融

和
・
親
睦
・
結
束
で
勇
ま
し
く
、
未
来

へ
は
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　

記
念
式
典
終
了
後
、
児
童
に
よ
る
学

習
発
表
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
な

ど
の
創
作
ダ
ン
ス
や
踊
り
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
後
、
潮
観
園
に
場
所
を
移
し

て
記
念
祝
賀
会
を
開
き
、
創
立
百
周
年

の
節
目
の
年
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

　

平
成
十
八
年
度
町
小
・
中
・
高
音
楽

発
表
会
が
十
一
月
二
十
二
日
、
町
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
約
四
百
人
が
美
し
い
演
奏
や
歌
声

を
披
露
し
た
。

　

同
会
は
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
で
、
町
の
音
楽
教
育
の
振
興

を
図
り
、
感
性
豊
か
な
音
楽
性
を
培

い
、
情
操
を
高
め
、
創
造
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
小
野
津
小
学
校
の
小

野
津
獅
子
太
鼓
を
皮
切
り
に
、
合
唱
・

吹
奏
楽
な
ど
十
三
の
演
目
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
児
童
・
生
徒
た
ち
は
二
学
期

の
行
事
で
多
忙
な
中
、
合
間
に
積
み
重

ね
た
練
習
の
成
果
を
、
歌
や
演
奏
に
乗

せ
て
存
分
に
披
露
し
て
い
た
。

　

全
国
喜
界
会
連
合
会（
乾
善
人
会
長
）

の
交
流
会
が
こ
の
ほ
ど
鹿
児
島
市
で
あ

り
、
直
島
秀
守
収
入
役
や
岩
田
進
・
湾

区
長
、
倉
本
禎
彦
・
中
里
区
長
ら
が
出

席
し
た
。

　

同
会
は「
各
郷
友
会
が
連
帯
を
深
め
、

共
に
共
有
す
る
郷
里
喜
界
の
発
展
を
願

い
、
伝
統
文
化
を
継
承
し
次
の
世
代
へ

の
橋
渡
し
と
な
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
十
一
年
に
設
立
。
以
降
、
二
年
一

回
の
割
合
で
、
本
町
夏
祭
り
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
か
ら
さ

ら
に
各
郷
友
会
組
織
の
交
流
促
進
を
図

る
た
め
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

交
流
会
に
は
約
二
百
人
が
参
加
。
う

ち
敬
老
者
（
七
十
歳
以
上
）
七
十
四
人

の
長
寿
者
を
祝
う
と
と
も
に
、
島
唄
や

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
余
興
を
楽
し
み
、
最

後
は
六
調
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

盛
大
に
創
立
記
念
祝
う

　

関
西
湾
校
区
会
（
中
川
忠
彦
氏
＝
湾

出
身
）
は
十
一
月
二
十
一
日
、
湾
小
学

校
（
古
田
龍
藏
校
長
・
二
百
九
十
四
人
）

に
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
苗
木
三
十
本
を

贈
っ
た
。

　
「
今
年
の
総
会
で
承
認
し
、
湾
・
中
里

集
落
出
身
の
会
員
か
ら
寄
付
を
募
っ

た
」
と
関
係
者
。
当
日
は
関
西
奄
美
会

の
植
村
映
三
郎
会
長
が
来
島
し
、
同
小

の
六
年
生
、
岩
田
進
・
湾
区
長
、
倉
本

禎
彦
・
中
里
区
長
ら
と
植
樹
し
た
。

　

植
村
会
長
は
「
今
日
の
思
い
出
が
、

将
来
故
郷
を
思
う
心
に
つ
な
が
る
の
で

は
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

故
郷
へ
の
思
い
花
に
託
す

湾
小　

地
元
出
身
者
が
サ
ク
ラ
寄
贈

坂　嶺　小

小　野　津　小

荒　木　小

響
け 
僕
ら
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

平
成　

年
度
小
中
高

１８

音

楽

発

表

会

　

人
が
六
調
で
乱
舞

２００
　
　

鹿
児
島
市
で
喜
界
連
合
会
交
流
会



平成１８年１２月号　（８）
　

奄
美
基
金
は
産
業
の
振
興
を
目
的

に
、
保
証
業
務
及
び
融
資
業
務
に
よ

り
、
群
島
内
事
業
所
の
方
々
へ
事
業

資
金
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

▼
保
証
業
務
は
、
金
融
機
関
か
ら
借

り
入
れ
る
際
に
取
引
が
無
い
、
信
用

不
足
な
ど
で
必
要
な
資
金
調
達
が
難

し
い
な
ど
の
場
合
に
、
奄
美
基
金
が

公
的
信
用
保
証
を
行
う
こ
と
で
円
滑

な
資
金
調
達
を
促
進
す
る
制
度
で
、

農
林
漁
業
を
含
む
奄
美
群
島
内
の
事

業
者
ほ
と
ん
ど
の
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

※
借
入
の
際
に
は
信
用
保
証
料
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
保
証
に
あ
た
っ
て
は
所
定
の
審
査

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
融
資
業
務
は
、
農
林
漁
業
、
大
島

紬
、
黒
糖
焼
酎
、
観
光
な
ど
奄
美
の

特
性
を
活
か
し
た
事
業
に
対
し
て
、

長
期
・
低
利
（
固
定
金
利
）
の
資
金

の
直
接
貸
付
で
支
援
し
ま
す
。

※
資
金
使
途
の
事
例

▽
農
林
業
（
農
機
具
購
入
・
農
地
購

入
・
農
地
造
成
な
ど
）

▽
水
産
業
（
漁
船
・
器
具
購
入
・
養

殖
施
設
の
整
備
な
ど
）

▽
観
光
関
連
業
（
民
宿
建
設
・
観
光

客
向
け
郷
土
料
理
店
建
設
な
ど
）

※
問
い
合
わ
せ

・
独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島
振
興
開

発
基
金
業
務
課（
�　

－

４
５
１
１
）

52

・
喜
界
町
役
場
産
業
振
興
課
（
�　
65

－

１
１
１
１
）

　

奄
美
大
島
防
犯
団
体
連
絡
協
議

会
・
奄
美
警
察
署
及
び
瀬
戸
内
・
宇

検
防
犯
協
会
連
合
会
・
瀬
戸
内
警
察

署
で
は
、
子
供
達
の
安
全
確
保
や
犯

罪
抑
止
等
の
た
め
、
管
内
で
発
生
し

た
事
件
事
故
情
報
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
に
有
益
な
情
報
等
の
身
近
な

「
安
全
情
報
」
を
携
帯
電
話
の
Ｅ

メ
ー
ル
機
能
を
使
用
し
て
、
い
ち
早

く
登
録
会
員
に
配
信
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
は
是
非

会
員
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
安
全
・
安

心
な
町
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
会
員
登
録
要
領

　

お
持
ち
の
携
帯
電
話
か
ら
奄
美
大

島
防
犯
団
体
連
絡
協
議
会
ア
ド
レ
ス

am
am
i-borhan@

po5.synapse.ne

.jp

宛
に

・
市
町
村
名
（
居
住
地
等
の
市
町
村

名
の
み
…
奄
美
市
、
龍
郷
町
、
喜
界

町
、
大
和
村
、
瀬
戸
内
町
、
宇
検
村
）

▽
登
録
料
及
び
会
費

　

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
１
回
の

メ
ー
ル
の
受
信
に
つ
き
、
１
円
か
ら

２
円
の
通
信
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

（
携
帯
電
話
の
契
約
会
社
に
よ
り
、

通
信
費
用
が
異
な
り
ま
す
）

▽
メ
ー
ル
受
信
の
設
定

　

Ｅ
メ
ー
ル
の
受
信
で
、
迷
惑
メ
ー

ル
の
受
信
制
限
の
設
定
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
解
除
す
る
か
ド
メ
イ
ン
指

定
す
る
等
、
受
信
で
き
る
よ
う
設
定

の
変
更
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　

奄
美
大
島
防
犯
団
体
連
絡
協
議
会

�
（　

）
０
１
１
０

53

　

こ
れ
ま
で
、
窓
口
（
郵
送
可
）
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
申
請
す
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、
登
記
の
申
請
情
報
及
び

添
付
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
送
信
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局　

喜
界
出
張

所
（
�　

－
４
３
０
８
）

65

　

勤
労
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
資
金
は
鹿
児

島
県
と
九
州
労
働
金
庫
と
の
協
調
融

資
で
す
。
県
内
の
中
小
企
業
に
お
勤

め
で
県
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
資
金
種
類

遅
払
賃
金
補
て
ん
資
金
／
育
児
・
介

護
休
業
資
金
／
教
育
資
金
／
医
療
資

金
／
冠
婚
葬
祭
資
金 

▽
融
資
利
率

　

遅
払
、
育
児
・
介
護
／
２
・
０
％ 

　

そ
の
他
／
２
・
２
％

　
（
別
途
保
証
料
０
・
７
％
〜
１
・
２

％
）

▽
融
資
限
度
額

　

遅
払
賃
金
補
て
ん
／　

万
円 

60

　

育
児
・
介
護
／
１
０
０
万
円 

　

教
育
／
２
０
０
万
円 

　

医
療
、
冠
婚
葬
祭
／
１
５
０
万
円 

▽
融
資
期
間
（
据
置
期
間
を
含
む
）

　

教
育
／　

年
以
内 

10

　

そ
の
他
／
５
年
以
内 

※
問
い
合
わ
せ

　

九
州
労
働
金
庫
県
本
部
（
�
０
９

９－

２
２
５－

２
２
１
７
）
ま
た
は

最
寄
り
の
支
店

　

県
庁
雇
用
労
政
課
（
�
０
９
９
ー

２
８
６－

３
０
１
４
）

　

奄
美
群
島
・
ト
カ
ラ
列
島
・
沖
縄

に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
に
被
害
を
与
え

る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
や
、
柑
橘

類
に
被
害
を
与
え
る
カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
な
ど
の
病
害
虫
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
害
虫

の
寄
主
と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
・
ア
サ

ガ
オ
や
柑
橘
類
の
苗
木
な
ど
は
、
法

律
に
よ
り
発
生
地
域
か
ら
未
発
生
地

域
へ
の
移
動
が
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
れ
ら
の
病
害
虫
が
ま
ん
延
し
な
い

よ
う
、
手
荷
物
や
小
包
な
ど
で
「
持

ち
出
さ
な
い
」「
送
ら
な
い
」「
送
っ

て
も
ら
わ
な
い
」
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
食
の
安
全
推
進
課
（
�
０
９

９－

２
８
６－

２
８
９
１
）

▽
応
募
資
格

　

中
学
校
卒
業
（
見
込
者
を
含
む
）

も
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
方

▽
対
象
科

　

金
属
加
工
科
（
吹
上
校
）、
室
内
造

形
科
（
宮
之
城
校
） 

▽
募
集
期
間

　
　

月　

日
�
〜
平
成　

年
１
月　

12

15

19

15

日
� 

▽
選
考
日

　

平
成　

年
１
月　

日
（
金
） 

19

26

▽
選
考
方
法

　

筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

お
知
ら
せ

「
奄
美
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん

メ
ー
ル
」
会
員
募
集
中
！ 

勤
労
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
資
金

「
３
な
い
」
で
病
害
虫
の

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
を
！

独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島
振
興
開

発
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

不
動
産
・
商
業
・
法
人
登
記

事
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
登
記

申
請
が
始
ま
り
ま
し
た
！

平
成　

年
度
県
立
高
等
技
術

１９

専
門
校
訓
練
生
募
集

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
か
い　

・　

月
号
に

10

11

氏
名
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

※　

月
号
・
香
典
返
し

10

　

福
島
喜
代
一→

福
村
喜
代
一

※　

月
号
・
戸
籍
の
窓

11

　

西
尾
勝
治→

西
尾
勝
幸



（９）　平成１８年１２月号

平成１９年度保育所入所の申し込み
【受付期間】　平成１９年１月９日�～２月９日�

【申込用紙】　第一保育所、第三保育所、保健福祉課にあります。

【提 出 先】　第一保育所

【申込要件】　両親のいずれもが次のいずれかの事情にある場合であって、かつ同居の親族その他の者が児童

を保育できない場合。

　　　①　昼間に家庭外で労働することを常態としていること。

　　　②　昼間に家庭内で児童と離れて日常の家事以外の労働をすることを常態としていること。

　　　③　死亡、行方不明、拘禁などの理由により親がいない家庭の場合。

　　　④　母親が出産の前後、病気、負傷、心身に障害がある場合。

　　　⑤　家庭に長期にわたる病人や心身の障害のある人があり、親がいつもその看護にあたっている場合。

　　　⑥　火災、風水害、地震などにより家を失ったり、破損したため、その復旧の間、児童の保育ができな

い場合。

【保育所紹介】

※詳しくは第一保育所（�６５－０２６４）へお尋ねください。

喜界町立第三保育所喜界町立第一保育所保 育 所 名

昭和５２年４月１日昭和４６年４月１日設 立

鹿児島県大島郡喜界町早町４９８番地鹿児島県大島郡喜界町湾１７９６番地所 在 地

３０名９０名定 員

１歳～３歳の児童１歳～小学校就学前の児童該 当 年 齢

２クラス５クラスク ラ ス

所長、保育士、調理員所長、主任、保育士、栄養士、調理員職 員 構 成

休日　日曜日、祝日
　　　１２月２９日から翌年の１月３日までの日
　　　保育終了日から翌年度の入園日までの間２日を除いた日

開 所 日

午前８時３０分～午後５時１５分
※ただし、両親、家族の就労時間に支障をき
たすと認められる家庭や緊急時に限り、午前
８時～午後５時１５分まで

午前８時３０分～午後５時１５分
※ただし、両親、家族の就労時間に支障をき
たすと認められる家庭や緊急時に限り、午前
７時３０分～午後５時３０分まで

保 育 時 間

保育所徴収金額表（前年度分の市町村民税、所得税課税の額の区分７階層）により決定保 育 料

○子どもの人権や主体性を尊重し、保護者や地域社会と協力し合いながら豊かな愛情と知性と
技術をもって、乳幼児の保育を行う。

○地域の子育て支援として、保育に関する相談に応じ、助言など社会的役割を果たす。
保 育 方 針 《めざす子ども像》

○　元気な　子ども
○　思いやりのある　子ども
○　やる気のある　子ども

《めざす子ども像》
○　元気な　子ども
○　明るい　子ども
○　思いやりのある　子ども

☆毎月行う行事
　避難訓練（年２回総合訓練）、身体測定、誕生会
☆その他、主な行事
　七夕、七五三、運動会、遠足、発表会、餅つき、クリスマス会、節分、ひなまつり等

年 間 行 事

内科検診（年２回）、歯科検診（年１回）、検尿、蟯虫検査（年１回）健 康 診 断

★保育参観は保護者の都合に合わせて随時行います。
★第一保育所では、子育て支援として毎週金曜日の午前中にふれあい教室を行っています。
　場所は、子育て支援センター（保育所に隣接しています）



平成１８年１２月号　（１０）

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

十
一
月
十
二
日
に
、
第
一
中
学
校
で

標
記
研
究
公
開
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
家
庭
学
習
6
0
・
9
0

運
動
」
を
確
実
に
実
践
に
す
る
た
め
、

共
通
実
践
テ
ー
マ
を
「
子
ど
も
に
家
庭

学
習
の
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め

に
は
学
校
・
家
庭
の
連
携
や
取
り
組
み

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
設
定
し
、

本
町
全
体
の
学
力
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
例
発
表
で

は
、
各
学
年
毎
に
学
習
プ
ラ
ン
へ
の
取

り
組
み
と
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
、

実
際
に
行
っ
て
き
た
こ
と
を
二
カ
月
周

期
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
「
計
画

（
取
組
の
決
定
）」→

「
実
践
（
取
組
の

周
知
徹
底
・
実
践
）」→

「
評
価
（
生

徒
・
保
護
者
の
変
容
把
握
）」→

「
行
動

（
次
回
へ
の
改
善
）」
し
て
、
研
究
を
深

め
て
き
た
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
に
家
庭
学
習
の
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
」
の
演
題
で
、
元
町
教

育
委
員
会
教
育
委
員
長
の
大
畑
倫
氏
を

講
師
に
招
き
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
は
、
具
体
的
で
成

果
の
見
え
る
意
見
交
換
が
で
き
、
今
後

の
各
家
庭
や
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
実
践
に

参
考
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
は
勿
論
、
町
民
も
地
場
産
の
農
林
水

産
物
や
加
工
品
に
愛
着
と
誇
り
を
持

ち
、
愛
用
し
た
い
も
の
で
す
。

〈
追
伸
〉

　

こ
の
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
実

践
事
項
の
掲
載
は
、
今
月
号
で
最
後
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
一
人
ひ
と
り
の
一

歩
前
進
が
、
よ
り
良
い
島
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
一
丸

と
な
っ
て
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

第
６
分
科
会
実
践
事
項

し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
と
町
教
育
委
員
会
が
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
、
友
達
と
の
ふ
れ
あ

い
、
ま
た
、
心
身
の
鍛
練
を
目
指
し
て

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
十
九
回

を
数
え
ま
す
。

　

今
年
は
中
西
コ
ー
ス
と
百
之
台
コ
ー

ス
に
四
百
八
十
八
名
が
参
加
し
、
親
子

や
友
達
同
士
で
仲
良
く
語
ら
い
な
が

ら
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

家庭学習の方法を模索
平成18年度町教育委員会
委嘱ＰＴＡ活動研究公開

実践していますか？

〈第６分科会〉
活力あるふるさと産業部会

　地場産の農林水産物や
加工品を愛用します。

第一中学校ＰＴＡの事例発表

４
８
８
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
　
　
　

第　

回
夜
間
歩
こ
う
会

１９

　

今
月
号
は
、
第
六
分
科
会
で
決
定
し

た
実
践
事
項
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
、
喜
界
島
産
の
素
材
や
特
産
品

が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
っ
と
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

　

子
ど
も
会
の
四
大
行
事
の
一
つ
・
夜

間
歩
こ
う
会
を
十
月
二
十
八
日
に
実
施

冬の省エネキャンペーン
（１２月１日～３月３１日）

　冬は暖房の使用などによってエネル

ギーの消費が増える時期です。１２月～３

月に冬の省エネルギーキャンペーンを行

い、省エネルギーを呼びかけます。部屋

は温め過ぎず衣類で調節するなど、家庭

や学校、職場や地域での省エネへの一層

の取り組みが必要です。エネルギーを効

率的に使う方法を考え、「スマートライ

フ」を実践しましょう。　

「はたちの献血」
キャンペーン
（１月１日～２月２８日）

　献血者が減少しがちな冬期において安

全な血液製剤を安定的に確保するため、

新たに成人式を迎える「はたち」の若者

を中心として広く国民各層に献血に関す

る理解と協力を求めるとともに、特に成

分献血、４００ml献血の継続的な推進を図

ることを目的として、「はたちの献血」

キャンペーンを行います。期間中は、全

国各地で様々な取り組みが行われます。



（１１）　平成１８年１２月号

包
装
紙
捨
て
る
に
惜
し
と
と
り
お

き
て
贈
り
物
な
ど
包
ま
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

柔
ら
か
く
真
白
き
湯
気
に
包
ま
れ

て 
一
日 
の
疲
れ
湯
船
に
流
す

ひ
と
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

　

氏　

名　

保
護
者　

住　

所

簗
瀬　
　
 
良 　
　

淳　
　

赤　

連

り
ょ
う

玉
利　
 
彩  
葵 　
　

学　
　
　

湾

さ 

き

叶　
 
紗  
優  
希 　

久
美
子　
　

湾

さ 

ゆ 

き

西
原　
 
瑚  
子 　

清
仁　
　

赤　

連

こ 

こ

秋
風
の
渡
る 
海  
面 
は
夕
づ
き
て
ゆ

う
な 
も

る
ゆ
る
無
音
の
闇
に
沈
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

蓮
香

 
銀  
杏 
は 
幼 
な
き
日
の
夢
の
色
丸
く

ぎ
ん 
な
ん 

い
と
け

や
さ
し
く
空
に 
描 
け
る

え
が

　
　
　
　
　
　
　
　

北
島　

シ
ナ

サ
ネ
ン
葉
に
包
む
お
に
ぎ
り
香
り

高
く
そ
の
美
味
し
さ
を
今
に
忘
れ

ず　
　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

お
ち
こ
ち
に
芙
蓉
の
咲
き
て
来
た

る
秋
平
穏
に
過
ぐ
日
々
あ
り
が
た

し　
　
　
　
　
　
　

竹
田
ヨ
シ
子

梅
田　
 
光  
希 　

隆
光　
　
　

湾

み
つ 
き

界　
 
翔  
希  
郎 　

亮
太　
　

中　

里

し
ょ
う 
き 
ろ
う

原　
　
 
和  
聖 　

佳
久　
　

赤　

連

か
ず 
ま

　

梅
田　

隆
二　
　
　
　

佐
手
久

　

幸
田
み
ゆ
き　
　
　

鹿
児
島
市

　

名
越　

卓
也　
　
　
　

池　

治

　

具
志
頭
は
ん
な　
　
　
　

湾

（（

旅
先
で
拾
い
し 
銀
杏 
の
葉
二
枚

い
ち
ょ
う

 
栞 
に
せ
ん
と
懐
紙
に
包
む

し
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　

平
尾　

チ
ヨ

風
呂
敷
は 
古  
人 
の
知
恵
な
り
き

い
に
し
え 
び
と

物
も
包
め
ば 
情 
も
包
む

こ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　

屋
良
ミ
ノ
子

大
は
小
を
包
む
に
易
き
風
呂
敷
よ

何
事
も
広
き 
肝
心 
欲
し

ち
む
ぐ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

庭
隅
に
あ
さ
あ
さ
掃
き
溜
む
山
茶

花
の
花
ポ
ツ
ポ
ツ
と
塵
に
浮
き
出

て　
　
　
　
　
　
　

郡　
　

市
子

夕
刻
を
告
げ
て
流
れ
る
旋
律
に
初

冬
の
村
落
包
ま
れ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

 
橋  
本 　
　

道
   

く
ん

は
し 
も
と 

わ
た
る（

２
歳
６
カ
月
）

父
＝
博　

母
＝
留
美
〈
赤
連
〉

　わが家の一日の始まりは、「朝が来てるよ！　オ・キ・
テ�」と道（ワタル）の元気な声が合図となる。
　今は、マックインに夢中で車のおもちゃを並べながら何
やら道（ワタル）の楽しい世界が広がっている様子。
　まだまだ甘えん坊だけど、これからも元気にたくましく
育ってほしいです。　　　　　　　　　　　　　（父、母）

（平成１８年１１月３０日現在）

世帯数………………３，７７５戸（　０）

人　口………………８，５０９人（＋１）

　男　………………４，００９人（　０）

　女　………………４，５００人（＋１）

―――（　）は前月比―――

　

東
園　

里
広　
　
　
　

赤　

連

　

林　
　

真
紀　
　
　
　

赤　

連

湾　
　
　
　

具
志
頭
得
秀　
　

才
６０

手
久
津
久　

福
岡　

か
ね　
　

才
９２

荒
木　
　
　

依
田　

信
次　
　

才
８５

湾　
　
　
　

喜
村
金
次
郎　
　

才
９９

　

月
届
出

１２

（

　

平
成
７
年
１
月　

日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
ボ
ラ

17

ン
テ
ィ
ア
や
住
民
相
互
の
自
主
的
な
救
助
活
動
が
果
た
す
役
割
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
改
正
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法

に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

防
災
活
動
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

１
月　

日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月　

日
〜　

日
は

17

15

21

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。
期
間
中
、
国
や
地
方
公
共
団

体
等
は
、
全
国
各
地
で
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
（
１
月　

日
〜　

日
）

15

21

◆
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
（
１
月　

日
）　
　
　

17

　

肉
眼
や
双
眼
鏡
、
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
身
近
な
方
法
で
、
星
の
見
え
方

を
調
べ
る
「
全
国
星
空
継
続
観
察
（
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）」。
星
空
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
光
害
や
大
気
汚
染
な
ど

大
気
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、

夏
と
冬
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
冬
の
観
察
は
平
成　

年
19

１
月
８
日
〜　

日
で
す
。
参
加
申
込
方
法
は
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都

21

市
・
中
核
市
の
大
気
保
全
担
当
部
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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喜界の桃太郎トマト
かごしまのブランドに成長
　県産農林水産物に対する消費
者の「安心・安全」を確保する
基準をクリアし、北大島地区で
初の認定を受け、今後の生産拡
大を目指す。写真＝認証証書授
与式（12月7 日）

ちびっこ！日本一の唄者
界　眞子さん（湾小学校２年）
　東京で開かれた「第８回民謡
民舞少年少女全国大会」で、「塩
道長浜」を熱唱！小学校低学年
の部で見事日本一の栄冠を手に
しました。（８月）

　昭和２５年町消防団中央分団入
り。４９年から分団長、５６年から
平成４年まで消防団長を努め長
年の町の生命・防災に貢献し、
長年の消防功労により受賞。

｢ふるさとの田んぼと水｣子ども絵画展
優秀賞に柳美羽さん（湾小２年）
　農村の自然や景観に対する国
民の関心を高めることが目的
で、全国土地改良事業団体連合
会が主催する同絵画展で受賞。

アリモドキゾウムシ根絶｢標語・
ポスターコンクール｣最優秀賞
標語：酒井里 さん（湾小１年）
ポスター：柳美羽（同２年）

　アリモドキゾウムシの根絶実
証事業の一環として毎年実施さ
れ、啓発が目的。小中学生４８８
点の応募から中から二人が最優
秀賞を獲得。

極真カラテ　日本２位の座に就く
藤山茂樹氏（手久津久在住）
　京都市で開催された新極真会
の「第10回オープントーナメント
全日本マスターズ空手選手権」で
35～42歳クラスで出場。同クラ
スで最年長ながら堂々の準優勝
に輝く。写真は世界的に有名な
南アフリカのアイザック・マシ
ニーニ師範とのツーショット！

第５７回鹿児島県図画作品展
県美育協会賞に萩原麻美さん

早町中学校１年
　第５７回鹿児島県図画作品展に
画題「明るいベンチの屋根うら」
を出展。「色彩に気を配りまし
た」と笑顔で話していました。
　早町中学校技術室から描いた
作品と表彰の盾を手に写真に納
まりました。

ＫＫＢふるさとＣＭ大賞2006
喜界町が努力賞を受賞！

制作：服部　晃氏（中里在住）
  手づくりふるさと自慢を題材
に服部氏が喜界町のＣＭ制作を
プロデュース。写真＝自宅にあ
るビデオ制作部屋でのワン
ショット。

学校安全賞に輝く
早町小学校

　文部科学省が学校保健又は学
校安全の推進に功績があり、学
校保健及び学校安全の全国的な
水準の向上に貢献した学校に対
して贈られるもの。

証の数々！
～受賞の喜び～

秋
の
叙
勲
「
瑞
宝
双
光
賞
」

中
山　
 

氏
（
湾
在
住
）


